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市場の実態を知らずして語る戦略は、空疎で乱れます。デルタアイディ総合研究所は
【Market Evidence】を基に未来の仮説を提案し、情報を創新します！

2007年

医療IT・情報システム市場構造研究
病院の最新IT化状況を独自調査。医療ITベンダー必携資料。

病院は電子カルテにどこまで満足しているのか！
どのような目的・理由で電子カルテを導入するのか！

　☆主要医療ＩＴ関連企業の戦略動向を最新分析

本資料の訴求ポイント

　☆電子カルテ導入・稼動病院と、IT化途上病院にそれぞれ別個にアンケート調査を実施。

　☆より鮮明かつ詳細に病院のIT化実態を把握。

　☆レセプトオンライン化への対応はどうなっているのか

　☆病院の電子カルテ満足度を、ベンダー決定時、導入時、稼動後の３時点で把握

　☆次期システムの予定、予算はどうなっているのか

　☆次も現在のベンダーのシステムが最有力か

4.4

6.7

17.8

20

23.3

25.6

27.8

30

37.8

42.2

43.3

43.3

44.4

46.7

50

54.4

55.6

56.7

70

0 10 20 30 40 50 60 70 80

⑱外来患者の増加

⑪連携・提携先の施設が皆電子カルテ化しているため

⑭業務の工程数を削減できる

⑫ワークフローを全面的に見直すことができる

⑲特別な目的はないが、補助金を受けられたので導入した

⑮異職種間のコニュニケーションが向上する

⑩他施設との情報共有、連携が進む

⑧患者さんにデータを渡しやすいから

④インフォームドコンセントが行いやすい

⑥病状、病歴の把握が正確にできる

⑨経営に活かせるデータの編集、加工が容易だから

⑤待ち時間を短縮できる

⑯業務の標準化を進められる

⑬電子カルテ導入をきっかけに院内の業務改革ができる

②紙カルテでは字が読みにくいから

③過去データ等を直ぐに検索、引き出せるから

①紙カルテに比べ保管スペースが少なくて良いから

⑦患者への情報提供がスムースに行える

⑰医療スタッフ間の情報共有が容易になる

例
電子カルテ導入目的・理由






